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問 

ふ
る
さ
と
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
基
金
に 

　
多
額
の
ご
寄
付
を 

　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

ふ
る
さ
と
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
基
金
に 

　
多
額
の
ご
寄
付
を 

　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
た
び
、
東
京
都
在
住
で
勝
山
市
ご
出

身
の
山
内
高
嘉
氏
よ
り
１
0
0
万
円
の
ご
寄

付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
こ
の
寄
付
金
は
、
ふ
る
さ
と
ル
ネ
ッ
サ
ン

ス
基
金
に
積
み
立
て
て
、
勝
山
市
の
ま
ち
づ

く
り
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

市民対話集会 勝山市の中期財政見通しについて対話 

未来創造課（1内線232） 

　平成20年度までを期間とする勝山市の「中期財政見通し」について話し合う市民対話
集会が、9月28日、福祉健康センター「すこやか」で開かれました。 
　集会では、市側が平成16年8月に定められた「勝山市行財政改革実施計画」にもとづ
き、限られた財源の中で勝山市再生に必要な事業の選択と集中を効率よく遂行していく
ための財政見通しについてグラフなどを使いながら説明し、参加者の意見を求めました。 
　参加した約70名の市民からは、「市税などの滞納処理は今後どのように進めていくの
か」や、「財政調整基金の取り崩しは今後どうなるのか」な
どの意見が出され、これからの勝山市の行財政について真剣
に話し合われました。 
　市では、今後も市民対話集会や地区座談会などを通じて市
民のみなさんのさまざまなご意見を市政に反映していきます。 

い
よ
い
よ
第
２０
回
国
民
文
化
祭
・
ふ

く
い
2
0
0
5
が
１０
月
２２
日
か
ら
開
幕
し

ま
す
。
県
内
各
市
町
村
で
６９
も
の
事
業
が

展
開
さ
れ
、
全
国
か
ら
多
く
の
か
た
が
た

が
福
井
県
に
集
い
ま
す
。

勝
山
市
で
は
１０
月
２９
日（
土
）、３０
日（
日
）

の
両
日
に
か
け
て
、
恐
竜
文
化
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
と
Ｉ
Ｔ
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
回
は
各
事
業

の
見
ど
こ
ろ
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
こ

の
機
会
に
是
非
と
も
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

勝
山
ニ
ュ
ー
ホ
テ
ル
で
、
全
国
公
募
に

よ
る
優
秀
作
品
の
表
彰
式
が
あ
り
ま
す
。

表
彰
式
後
に
は
ヒ
サ
ク
ニ
ヒ
コ
さ
ん
ら
に

よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

優
秀
作
品
は
、
２８
日
午
後
１
時
〜
２９
日
午

後
１
時
ま
で
勝
山
ニ
ュ
ー
ホ
テ
ル
で
、
２９

日
午
後
5
時
か
ら
は
市
民
会
館
で
展
示
が

行
わ
れ
ま
す
。

勝
山
市
民
会
館
で
元
気
い
っ
ぱ
い
の
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
が
昼
と
夜
の
2
回
開
催
さ
れ

ま
す
。
勝
山
を
舞
台
と
し
て
、
豊
か
な
自

然
の
中
で
起
こ
っ
た
、
ち
ょ
っ
と
不
思
議

で
心
温
ま
る
ス
ト
ー
リ
ー
と
な
っ
て
い
ま

す
。

※
観
覧
に
は
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。

長
尾
山
総
合
公
園
で
、
秋
の
勝
山
う
ま

い
も
ん
祭
と
一
緒
に
、
ク
イ
ズ
大
会
や
大

吠
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

※
２９
日
、
３０
日
の
両
日
は
長
尾
山
総
合
公
園

へ
の
自
動
車
で
の
乗
り
入
れ
は
で
き
ま
せ

ん
。
雁
が
原
ス
キ
ー
場
臨
時
駐
車
場
か
ら

随
時
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

●
Ｉ
Ｔ
甲
子
園

１０
月
３０
日
よ
り
、
8
月
の
Ｉ
Ｔ
甲
子
園

本
選
で
作
成
さ
れ
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
公

開
い
た
し
ま
す
。
高
校
生
の
持
つ
感
性
を

存
分
に
発
揮
し
た
作
品
を
堪
能
し
て
く
だ

さ
い
。

●
Ｉ
Ｔ
セ
ミ
ナ
ー

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
動
画
や
写
真
の
編

集
が
体
験
で
き
ま
す
。

●
Ｉ
Ｔ
教
育
実
践
事
例
発
表
会

実
際
に
学
校
で
使
わ
れ
る
Ｉ
Ｔ
教
材
が

見
ら
れ
ま
す
。

●
Ｉ
Ｔ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

福
井
工
業
高
等
専
門
学
校
か
ら
ペ
ッ
ト

ロ
ボ
ッ
ト
の
ア
イ
ボ
や
、
虫
型
ロ
ボ
ッ
ト

な
ど
た
く
さ
ん
の
ロ
ボ
ッ
ト
が
集
ま
り
ま

す
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
誰
で
も
楽
し

め
ま
す
。
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恐
竜
児
童
文
学
大
会

恐
竜
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

恐
竜
イ
ベ
ン
ト

恐
竜
イ
ベ
ン
ト

Ｉ
Ｔ
セ
ミ
ナ
ー

Ｉ
Ｔ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

Ｉ
Ｔ
教
育
実
践
事
例
発
表

　
今
年

　
今
年
で
5
回
目
を
迎
え
た

目
を
迎
え
た
「
白
山
文
化
フ
ォ
ー
ラ

「
白
山
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

2
0
0
5

2
0
0
5
」
が
、
が
、
9
月
２４
日
・
２５
日
の
2
日
間
、
間
、
市
内
で

市
内
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
今
年
は
全
日
程

　
今
年
は
全
日
程
を
3
部
構
成
と
し
、

構
成
と
し
、
今
年
設
立
さ
れ
た

今
年
設
立
さ
れ
た

白
山
文
化
研
究
会
の
研
究
発
表
や
古
民
家
を
テ
ー
マ
に
し

白
山
文
化
研
究
会
の
研
究
発
表
や
古
民
家
を
テ
ー
マ
に
し

た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
、

た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度

さ
ま
ざ
ま
な
角
度

か
ら
白
山
文
化
に
つ
い
て
、

か
ら
白
山
文
化
に
つ
い
て
、
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま

活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。

し
た
。                

 

　
今
年
で
5
回
目
を
迎
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た
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化
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ム

2
0
0
5
」
が
、
9
月
２４
日
・
２５
日
の
2
日
間
、
市
内
で

行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
今
年
は
全
日
程
を
3
部
構
成
と
し
、
今
年
設
立
さ
れ
た

白
山
文
化
研
究
会
の
研
究
発
表
や
古
民
家
を
テ
ー
マ
に
し

た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度

か
ら
白
山
文
化
に
つ
い
て
、
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。                

 

白
山
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

白
山
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
 

白
山
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
 

郷土資料室と文化財整理室がオープン！ 
　このほど、教育会館内に郷土資料室（2階）と文化財整理室（１階）がオープ

ンしました。 

  現在、郷土資料室では「勝山の縄文時代」と題した企画展示を行っており、市

内から出土した縄文土器などおよそ200点が見学できます。また、常設コーナ

ーでは、平泉寺から出土した遺物も約100点展示しています。 

　また、同会館１階（社会福祉協議会跡）には、史跡平泉寺や市内の遺跡から

出土した遺物の整理を行う文化財整理室がオープンしました。整理室では、遺

物の洗浄から接合作業など、普段は見られない作業が見学できます。 

（見学時間）　平日の午前8時30分～午後5時15分までご自由に見学できます。 

文化課（1内線472） 
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た
。
今
年
度
か
ら
数
回
に
わ
た
り
「
白
山
麓

の
自
然
と
く
ら
し
」
を
題
材
に
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
が
、
今
年
は
「
古

民
家
」
を
テ
ー
マ
に
話
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
県
内
の
建
築
史
の
第
一
人
者

で
あ
る
福
井
工
業
大
学
の
吉
田
純
一
教
授
が

「
勝
山
小
原
の
民
家
」
と
題
し
、
小
原
を
中

心
に
白
山
麓
に
残
る
古
民
家
に
つ
い
て
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
白
峰
地
区
に
伝

わ
る
国
の
選
択
無
形
民
俗
文
化
財
に
も
な
っ

て
い
る
「
白
峰
か
ん
こ
踊
り
」
の
披
露
も
あ

り
、
会
場
に
集
ま
っ
た
約
１
0
0
名
の
参
加

者
は
、
独
特
の
節
回
し
や
気
品
あ
る
踊
り
を

堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

「
古
民
家
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と
題
し

て
行
わ
れ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
勝
山
市
文
化
財
保
護
委
員
の
笠
松
雅
弘

氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
石
川
県
立
白

山
ろ
く
民
俗
資
料
館
長
の
山
口
一
男
氏
や
福

井
県
立
歴
史
博
物
館
の
中
原
義
史
氏
、
吉
田

純
一
教
授
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
加
わ
り
、

白
山
麓
に
あ
る
特
徴
的
な
民
家
や
、
昔
の
暮

ら
し
に
つ

い
て
討
論

が
深
ま
り

ま
し
た
。

中
世
山
岳
寺
院
に
関
す
る

研
究
発
表

平
泉
寺
南
谷
発
掘
現
場
の

見
学
会

２４
日
は
、
第
１
部
と
し
て
県
内
外
の
民
間

の
研
究
者
を
中
心
に
今
年
2
月
に
設
立
さ
れ

た
白
山
文
化
研
究
会
の
講
演
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
福
井
県
立
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
資
料

館
の
青
木
豊
昭
館
長
が
、「
越
前
の
中
世
山

岳
寺
院
の
研
究
動
向
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講

演
さ
れ
ま

し
た
。
約

９０
名
の
参

加
者
は
、

青
木
館
長

の
迫
力
あ

る
お
話
し

に
、
熱
心

に
耳
を
傾

け
て
い
ま

し
た
。

2
日
目
（
２５
日
）
は
第
2
部
と
し
て
平
泉

寺
の
史
跡
見
学
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日

は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
約
６０
名
の
参
加
者

が
2
班
に
わ
か

れ
、
白
山
神
社

境
内
や
発
掘
が

進
む
南
谷
三
千

六
百
坊
跡
の
現

場
、
旧
跡
の
点

在
す
る
平
泉
寺

集
落
内
を
巡
り

ま
し
た
。

２５
日
午
後
か
ら
の
第
3
部
で
は
、「
市
民

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
教
育
会
館
で
行
わ
れ
ま
し

研究成果を熱く語る青木館長

白
山
麓
の

古
民
家
を
テ
ー
マ
に
し
た

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

古民家をテーマにディスカッション

縄文土器が並ぶ「勝山の縄文時代」展




